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3年次 

2年次 

1年次 

Ⅰ. 波源モデルや津波シミュレーション
手法の検証・最適化（H27） 

ねらい 
 既存の波源モデルや津波シミュレーション
手法を整理・検討し、既知の津波堆積物お
よび復元した過去の地形モデルを用いて検
証・最適化する。 

試験項目：波源モデルの整理・検討，地形モデル
の作成，津波シミュレーション手法の最適化 

Ⅱ.津波シミュレーションと津波堆積物調査
による浸水範囲の復元（H27-H29） 

ねらい 
 後志西部～檜山沿岸域にかけて広域的な津
波シミュレーションを実施し、津波堆積物調査に
より検証のうえ、浸水範囲を復元する。 

試験項目：津波シミュレーションの実施，津波堆積物
調査 

 

Ⅲ.総合解析（H29） 

  

ねらい 
 総合解析を行うとともに、津波浸水実
績図をとりまとめWEB公開する。 

試験項目：WEB-GISデータ作成 
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川上源太郎・加瀬善洋・仁科健二・廣瀬 亘・石丸 聡 
伊尾木圭衣・谷岡勇市郎（北大・理・地震火山センター） 

重点研究（津波復元） 途中経過報告：1741年津波の復元 

寛保岳（648m） 

気象庁「日本活火山総覧」第4版より 
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 歴史記録に残る大津波 
   ―1741年寛保の津波（渡島大島の津波）― 

「北海道旧纂図絵」 函館市中央図書館蔵 ３ 



 歴史記録に残る大津波 
   ―1741年寛保の津波（渡島大島の津波）― 

マグニチュード8相当 
日本海最大の津波（推定） 

「日本海における大規模地震に関する調査検討会」報告書より 
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津波堆積物の確認 
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←1640年降灰 
  駒ケ岳の火山灰 

1741年津波礫 

13世紀頃の津波礫 

1500～2000年 
前頃の津波礫 

津波堆積物の確認 
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津波堆積物の確認 
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佐竹・加藤（2001）の再検討 
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佐竹・加藤（2001）の再検討 

Satake (2007) 

●遡上計算がされていない（防災分野に活かしきれない） 

●地形の時間変化、伝播モデルでの計算（運動モデルではない） 
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佐竹・加藤（2001）の再検討 

アナグリフによる立体視と判読 
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佐竹・加藤（2001）の再検討 
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地すべり・津波統合シミュレーション（柳澤，2014 ）の適用 

5 km 

N 

●判読結果に合うように計算
条件を調整。 

●概ね、良い結果が得られて
おり、これをもとに予察的に
津波シミュレーションを実施。 
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「日本海における大規模地震に関する調査検討会」報告書より １６ 



今後の予定 

• 1741年津波の遡上シミュレーション（予察）を
実施⇒既知の津波堆積物による検証 

• 13世紀津波の波源とパラメータを決定⇒遡上
シミュレーション（予察）を実施 

• シミュレーションを踏まえた津波堆積物の探
索⇒シミュレーション結果の検証 
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